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内容要約  

 

	
 本博士論文の主題は、アンドレ・ブルトンにおける「オートマティスム」の概念である。

しかし本論は、その概念を一義的に定めようとするものではない。ブルトンのテクストの

なかで長年にわたって語り継がれ、また多くのシュルレアリストたちの言語的・造型的実

践と関係づけられるうちに、オートマティスムという言葉は多くの理論的展開をしめして

きた。本論は、この概念の歴史的な多義性を追跡することを目的としている。 

	
 ブルトン研究は、その研究史の初期（1970 年代中盤）以来、オートマティスムの理論的

起源探しに必要以上に奔走してきた。本論の方針は、そのような研究史にたいする反省に

立脚している。また、1980 年代以降の優れた研究においては、オートマティスムはしばし

ば理論的虚構として棚上げされ、とりわけその生産物に目が向けられてきた。しかし、ア

ヴァンギャルドの一貫した理論とは異なるものとして、多義性を抱えこんだ概念を評価し

はじめようとする立場から、本論はオートマティスムの理論としてのあり方にあらためて

焦点をあてたのである。 

	
 本論の第一部では、シュルレアリスム運動がはじまる以前の思想史をとりあつかった。

デカルト哲学にたいする註釈の歴史からはじまり、心理学や精神医学などにおいて、「オー

トマティスム（automatisme）」というフランス語がどのように用いられてきたのか、具体的

に検討した。とりわけ、精神医学と精神分析の接点で、オートマティスムという語のうち

に複数の自動性の概念がはいりこんだことが確認された。ブルトンが用いはじめた段階で

オートマティスムには、唯物論的とも観念論的とも考えられるような複層的な意味が同居

していたのである。 

	
 第二部から第五部では、シュルレアリスム運動における「オートマティスム」の概念の

変遷を、それぞれの時代区分にしたがって検討した。第二部は、「シュルレアリスム宣言」

（1924年）にいたるまでのブルトンの理論的テクストをあつかっている。とりわけ、「霊媒

の登場」（1922年）に見られるスピリティスム（交霊術）の伝統の意義が、オートマティス

ム論のうちにどのような反響をのこしたのか、具体的に考察した。さらに、ブルトンの初

期の詩学的課題であったコラージュ詩の問題が、エクリチュール・オートマティックと結

んでいた関係についても、ここで跡づけた。 

	
 第三部は、造型的な領域におけるオートマティスムを主題としている。運動における美

術の問題を位置づけたとされる、ブルトンの「シュルレアリスムと絵画」（1928年）を主要
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テクストとしながら、マックス・エルンストやアンドレ・マッソンといったシュルレアリ

ストたちのオートマティスム理解との比較検討もおこなった。ここではとりわけ、オート

マティスムという語が具体的な方法論と結びついた様子が確認された。 

	
 第四部では、「シュルレアリスム第二宣言」（1929 年）のような理論的テクストや、エク

リチュール・オートマティックの詩集である『処女懐胎』（1930年）などを分析しつつ、1930

年代のブルトンの思想をとりあげた。30 年代は、ブルトンがオートマティスムの理論を能

動的なものへと変化させていった時期と目されている。しかし本論ではむしろ、この時期

に見られたいくつかの変更点も、ここまでに確認されてきたオートマティスムの多義的な

展開の範疇でとらえうると考えた。 

	
 第五部は、1940 年代以降の時期をあつかい、第二次世界大戦後のシュルレアリスム・グ

ループ内での用法についても検討した。とりわけ、ブルトンが 1939年から用いはじめた「絶

対的オートマティスム」という概念が、物質と精神が交流する認識の問題をしめしていた

ことについて、オスカル・ドミンゲスなどの実践とともに考察した。また、ブルトンのこ

の時期の詩作についても、同様の認識の問題にかかわるものとしてとりあげている。 
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